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(1) 動機：近年スマートフォン等が広く利用されるように

なり， GPS や画像，動画，音声などの情報の送信

が容易になった．そして，ソーシャルメディアやブロ

グなどから子どもの個人情報を入手して，子どもの

連れ去りや猥褻などの事件が発生している．また，

子どもが一人で外出中に，急に体調を崩すこともあ

る．そこで，無線 LAN と携帯電話回線を利用した，

子どもの安全情報共有システムを開発した． 

(2) 意義とアプローチ：「偶発的に子どもが犯罪に巻

き込まれる」とよく言われるが，前兆を見落と

していただけの場合も多々考えられる．たとえ

ば，通学路にいじめっ子たちがたむろしていた

ため，迂回して一人で細い路地を通るときに犯

罪に巻き込まれてしまうケースも考えられる．

細い路地にいくら IC タグや監視カメラを設置

しても抜け道はいくらでもあり，際限がない．

GPS 情報とともに，心の動きを視覚化すること

によって危険を未然に防ぐシステム「Mind Map 
and Relief System」を考案した．  

(3) 特徴： 
本システムには以下の機能が備えられている。 

・アドホックネットワークによるいない子探し機能 
・アドホックネットワークによるグループ表示機能 
・リアルマップ：GPS による子どもの現在の居場所

確認機能 
・履歴マップ：GPS による子どもの行動履歴確認 

機能 

・マインドマップ：気持ち入力・閲覧機能 
・脈拍情報通知機能 
・移動速度表示機能 
・危険情報（音・映像・写真）通報機能 
・保護者・教員・子ども間による連絡機能 
・フェリカカードによるポイント通過情報の保護者

へのメール連絡機能 
・出席点呼機能 

 子どもの移動状況は，図 1 右に示すような

Map 上に表示され，位置情報を送信するときに，

そのときの気分のマーク「うれしい」「怒ってい

る」を選び，動画や写真や，音声，テキストメ

ッセージなどとともに，それらの情報が地図に

リンクされ，どこにいるときにどんな気分なの

か記録される．また，気持ちの履歴は，Mind Map 
上で-の気持ちを選んだボックスは左の方に表

示され，＋の気持ちは右の方に表示される． 
 この画面を親や教師が継続的に観察すること

によって，子どもがどこにいて，どんな状況な

のかリアルタイムで把握することが出来，不審

者対策だけにとどまらずいじめの早期発見にも

つながる． 
(4) 今後の展開：いじめの早期発見など，長期的継

続的な利用による効果の検証と分析を行うこと

が，今後の課題である． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

                 図 1：位置情報を利用した子どもの Mind Map and Relief System 画面の様子 


